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平
成
二
十
二
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
地
域
住
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機

関
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
消
防
行
政
各

般
に
わ
た
り
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
国

外
で
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
島
沖

地
震
、
ま
た
国
内
に
お
い
て
は
、
七
月
に

山
口
県
で
の
豪
雨
、
八
月
に
は
兵
庫
県
佐

用
町
で
の
集
中
豪
雨
な
ど
の
災
害
に
よ

り
、
甚
大
な
被
害
が
生
じ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
火
災
に
お
い
て
は
、
十
一
月
に

浜
松
市
で
の
麻
雀
店
火
災
、
東
京
杉
並
区

の
雑
居
ビ
ル
火
災
、
韓
国
の
射
撃
場
火
災

な
ど
に
よ
り
多
く
の
犠
牲
者
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
近
年
、
国
内
に
お
い
て
は
局
所
的
な
集

中
豪
雨
に
よ
る
被
害
が
顕
著
に
な
っ
て
お

り
、
近
隣
県
で
の
こ
う
し
た
被
害
は
決
し

て
他
人
事
で
は
な
い
と
実
感
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
火
災
に
お
い
て
も
小
規
模

な
建
物
に
お
い
て
多
く
の
方
が
犠
牲
に
な

る
な
ど
、
今
後
、
一
層
防
火
管
理
意
識
の

高
揚
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　
救
急
活
動
に
お
い
て
は
、
例
年
と
同
じ

く
高
齢
者
の
搬
送
率
が
高
く
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
春
先
か
ら
全
国
的
に
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
、
雲
南
管
内
に

お
い
て
も
感
染
が
拡
大
し
、
引
き
続
き
憂

い
べ
き
状
況
で
す
が
、
適
切
な
対
応
に
努

め
る
所
存
で
す
。

　
昨
年
十
月
十
五
・
十
六
日
、
中
国
・
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
の
緊
急
消
防
援
助
隊
の
合
同
訓
練

が
、
出
雲
市
と
雲
南
市
を
主
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
、
中
・
四
国
の
消
防
本
部
は
も
と
よ

り
、
総
務
省
消
防
庁
、
東
京
消
防
庁
の
ほ
か
、

北
九
州
市
消
防
局
も
訓
練
に
参
加
さ
れ
、
消

防
本
部
発
足
以
来
、
初
め
て
と
な
る
被
災
地

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
大
規
模
な
災
害
が

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
予
測
で
き
な
い
状
況

下
に
お
い
て
の
訓
練
を
終
え
、
職
員
一
同
、

有
事
の
際
の
災
害
対
応
に
つ
い
て
改
め
て
認

識
を
深
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
国
の
緊
急
地
域
安
全

対
策
事
業
に
よ
り
、
厳
し
い
財
政
状
況
下

で
は
あ
り
ま
す
が
、
構
成
市
町
の
ご
理
解

に
よ
り
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
と
高
規
格

救
急
車
の
更
新
を
決
定
い
た
だ
き
、
消
防

装
備
の
充
実
強
化
に
大
き
な
期
待
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
年
は
寅
年
に
ち
な
み
職
員
が
一
丸
と

な
り
「
躍
動
」
で
き
ま
す
よ
う
、
地
域
住

民
の
皆
様
の
「
安
心
・
安
全
」
に
精
進
す

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
本
年
が
災
害
の
な
い
明
る

い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
御
祈
念

申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

平成２０年度雲南消防組合一般会計決算認定について
　平成２０年度一般会計は、歳入総額が1,154,844千円、歳出総額が1,151,674千円となり、歳入
から歳出を差し引いた額は平成２１年度に繰り越し、構成市町に還付します。

歳入歳出予算の総額に47,662千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ
1,198,323千円としました。

消防職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について
　人事院規則等の改正を受け、育児休業期間を引き続き勤務したものと見なすよう、条例の一部を
改正しました。

財産の取得について
　消防ポンプ車の更新に伴う、財産の取得について議会の議決を求めたものです。

平成２１年度雲南消防組合一般会計補正予算（第２号）
　歳入歳出予算の総額に47,662千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ1,198,323千円
としました。

雲南消防組合議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する
条例の一部を改正する条例について
　雇用保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、条例の一部を改正しました。

雲南消防組合一般会計補正予算（第２号）

職員の給料・手当の減額
職員の共済費の増額
島根県市町村総合事務組合負担金
平成２０年度決算に伴う構成市町への還付額

△ 7,276千円
9,350千円
46,353千円
2,870千円

平成　　　年度21

歳 入

分担金及び負担金
1,184,280

雲南市
749,106

奥出雲町
289,359

飯南町
145,815

（98.83％）

使用料及び手数料 8,687

3,170

（0.72％）
諸収入

（0.26％）繰越金
1（0.0％）寄附金

2,000

185（0.02％）
財産収入

（0.17％）

消防費
1,011,621

人件費
860,734

物件費
81,302

補助費
5,494

消防施設購入費等
64,091

（84.42％）

公債費
3,557 

339

（0.30％）
総務費

（0.03％）議会費

181,806

1,000（0.08％）
予備費

（15.17％）

歳 出

主な収入は構成市町分担金が最も多く、
歳入全体の９割を占めています。

〈歳入の主な内容〉
雲南消防署へ新型高規格救急自動車及び
消防ポンプ自動車を配備予定
公的資金補償金免除繰上償還の実施

〈歳出の主な内容〉

公的資金補償金
免除繰上償還
79,852

歳出

（千円）
1,198,323 

主な
内容

歳入

（千円）
　1,198,323 

平成２０年度一般会計は、歳入総額が1,154,844千円、歳出総額が1,151,674
千円となり、歳入から歳出を差し引いた額は平成２１年度に繰り越し、構成市町
に還付します。

雲南消防組合一般会計歳入歳出決算平成　　　年度20

歳 入

分担金及び負担金
986,455 

雲南市
624,722

奥出雲町
241,065

飯南町
120,668

（85.42％）

国庫支出金

16,754 

4,930

129,703 （1.45％）
諸収入

（0.43％）

（11.23％）

繰越金

繰入金

0（0.0％）寄附金

11,313

2,085 （0.18％）
使用料及び手数料

（0.98％）

（緊急消防援助隊
  設備整備費補助金）

（平成19年度決算に伴う
  構成市町への還付額）

3,604 
（0.31％）

財産収入

消防費
912,716

人件費
789,939

物件費
88,006

補助費
6,177

消防施設購入費等
28,594

（79.25％）

公債費

135,069 

276

（11.73％）

総務費

（0.02％）議会費

103,613

0（0.00％）
予備費

（9.00％）

歳 出

主な収入は構成市町分担金が最も多く、
歳入全体の８割を占めています。

〈歳入の主な内容〉
奥出雲消防署へ新型高規格救急自動車を
配備しました。

〈歳出の主な内容〉

歳出

（千円）
1,151,674 

歳入

（千円）
　1,154,844 

雲
南
広
域
連
合
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南
イ
ベ
ン
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情
報

公
立
雲
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雲
南
消
防
本
部

雲
南
広
域
連
合

雲
南
イ
ベ
ン
ト
情
報

公
立
雲
南
総
合
病
院

雲
南
消
防
本
部
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